
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ２（教育芸術社） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・音楽Ⅰに引き続き「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」

の４つの分野を年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽Ⅰで培った感性と表現の技能を高めるために、主体性を持って取り組むことが大切です。

音楽をより深く理解し、感性を磨き、表現の幅を広げましょう。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文

化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することをめざす。 

（１）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

（２）自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを

自ら味わって聴くことができるようにする。 

（３）主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと

もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態

度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの関わ

り及び音楽の多様性につい

て理解を深めている。 

・創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能

を身に付け、歌唱、器楽、創

作で表している。 

音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよう

に表すかについて表現意図を

もったり、音楽を評価しながら

よさや美しさを自ら味わって

聴いたりしている。 

主体的・協働的に表現及び鑑賞

の学習活動に取り組もうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

曲
に
ふ
さ
わ
し
い
発
声
で
表
情
豊
か
に
歌
お
う 

う 【歌唱】 

・SUN 

・歩いて帰ろう 

・浜辺の歌 

a:【知】曲想と音楽の構造や歌詞

との関わりについて理解して

いる。 

 【技】曲にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い方などの

技能を身に付け、歌唱で表して

いる。 

b: リズム、旋律を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考えるととも

に、歌詞の内容と関わらせてど

のように歌うかについて表現

意図をもっている。 

c: 曲にふさわしいイメージをも

って歌う学習に関心をもち、歌

唱の喜びを感じながら主体的・

協働的に歌唱の学習活動に取

り組もうとしている。 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

表
現
を
工
夫
し
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を
演
奏
し
よ
う 

【器楽】 

・夏は来たりぬ 

・ソナチネ 

a:【知】曲想とリコーダーの音色

や奏法との関わりについて理

解している。 

 【技】曲にふさわしい奏法や身

体の使い方などの技能を身に

付け演奏で表している。 

b: 音色、旋律を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考え、どのように

演奏するかについて表現意図

をもっている。 

c: 曲にふさわしいイメージをも

って演奏したり、互いに聴き合

う学習に関心をもち、演奏する

喜びを感じながら主体的・協働

的に器楽の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力 

【歌唱】 

・《The Phantom of the Opera》 

【鑑賞】 

・《オペラ座の怪人》 

a:【知】ミュージカルを鑑賞し、

物語のあらすじや歌詞の内容、

登場人物の心情などを理解し

ている。 

【技】曲想にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い方などの

技能を身に付け、歌唱で表して

いる。 

b: 旋律・リズム・テクスチュア

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、知覚したことと感受

したこととの関わりについて

考えるとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠について

考え、音楽のよさや美しさを味

わって聴いている。またどのよ

うに歌うかについて表現意図

をもっている。 

c: ミュージカルという表現方法

と曲にふさわしいイメージを

もって歌う学習に関心をもち、

主体的・協働的に歌唱と鑑賞の

学習活動に取り組もうとして

いる。 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

２
学
期 

表
現
を
工
夫
し
て
合
唱
や
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う 

【歌唱】 

・糸 

・ハナミズキ 

a:【知】合唱による表現上の効果

について理解している。 

 【技】曲にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い方などの

技術を身に付け、他者との調和

を意識して歌唱で表している。 

b: 和声の響きを知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考え、どのように

歌うかについて表現意図をも

っている。 

c: 曲にふさわしいイメージをも

って演奏したり、互いに聴き合

う学習に関心をもち、演奏する

喜びを感じながら主体的・協働

的に合唱の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

発表 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

発表 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

表
現
を
工
夫
し
て
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
よ
う 

【器楽】 

・天体観測 

・愛のロマンス 

a:【知】曲想とギターの音色や奏

法との関わりについて理解し

ている。 

 【技】曲にふさわしい奏法、身

体の使い方などの技能を身に

付け、演奏で表している。 

b: 音色、旋律、リズムを知覚し、

それらの働きを感受しながら、

知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、どの

ように演奏するかについて表

現意図をもっている。 

c: 曲にふさわしいイメージをも

って演奏したり、互いに聴き合

う学習に関心をもち、演奏する

喜びを感じながら主体的・協働

的に器楽の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽
の
特
徴
を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

スンム 

コーン 

バリ島のケチャ 

バラタナーティヤム 

セマー 

チャールダーシュ 

フラメンコ 

a:【知】音楽の特徴と文化的・歴

史的背景との関わりについて

理解している。 

b:旋律を知覚し、知覚したことと

感受したこととの関わりにつ

いて考えるとともに、音楽表演

の共通性や固有性について考

え、音楽のよさや美しさを味わ

って聴いている。 

c:音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わり、及び音楽表現の

共通性や固有性に関心をもち、

主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

演
奏
ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
よ
う 

【創作】 

Happy Birthday 

 

 

a:【知】リズムの特徴について表

したいイメージと関わらせて

理解を深めている。 

 【技】創意工夫を生かした創作

表現をするために必要な反復、

変化などの手法を活用してリ

ズムをつくる技能を身につけ

ている。 

b:リズムの特徴や反復、変化を知

覚し、知覚したことと感受した

こととの関わりについて考え、

自己のイメージをもって創作

表現を創意工夫している。 

c:試行錯誤しながらリズムを創

作する学習に関心をもち、主体

的・協働的に創作の学習に取り

組もうとしている。 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

３
学
期 

ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
よ
う 

【器楽】 

PreludeⅢ 

a:【知】曲想と音色や奏法との関

わりについて理解している。 

 【技】曲にふさわしい奏法など

の技能を身に付けるとともに

他者との協働を意識して、リズ

ム演奏で表している。 

 b: リズム・強弱を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよう

に演奏するかについて表現意

図をもっている。 

c: リズムアンサンブルに関心を

もち、その持ち味を生かして演

奏する学習に主体的・協働的に

取り組もうとしている。 

発表 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

発表 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

曲
の
雰
囲
気
に
あ
っ
た
演
奏
を
工
夫
し
よ
う 

【器楽】 

三線 涙そうそう 

a：【知】曲想と三線の音色や奏法

との関わりについて理解して

いる。 

【技】三線の音色や奏法の特徴を

生かした音楽表現をするため

に必要な楽器の技能を身に付

け、演奏で表している。 

b:音色やリズムを知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考え、どのように

演奏するかについて表現意図

をもっている。 

c: 三線の音色や奏法の特徴に関

心をもち、それらを生かして演

奏する学習に主体的・協働的に

取り組もうとしている。 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

演奏の聴

取 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

日
本
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
知
ろ
う 

【鑑賞】 

琵琶楽｛川中島｝ 

文楽「冥途の飛脚」から封印

切の団 

歌舞伎「京鹿子娘道成寺」 

 

a: 【知】我が国の伝統音楽の特

徴について理解している。 

b:声や楽器による表現、リズムや

速度を知覚、それらの働きを感

受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについ

て考えるとともに、それらに対

する理解を深め、よさや美しさ

を創造的に味わって聴いてい

る。 

c: 我が国の伝統音楽、表現効果

に関心をもち、鑑賞する学習に

主体的・協働的に取り組もうと

している。 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


